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■ 低圧非接地電路の絶縁状態を常時監視します。 

     一般的な漏電リレーでは検出できない絶縁抵抗の劣化のみを常時監視します。 

      漏電電流の検出が難しい非接地電路の保護に最適です。  
 

■ 低圧非接地電路で使用できます。 

      AC240V以下の非接地電路であれば、ほとんどの変圧器で使用できます。 
 

■ 絶縁抵抗の低下を警報で出力します。 

      絶縁抵抗が整定値以下になると、警報接点と警報表示灯が動作します。 
 

■ 計測した絶縁抵抗値を表示します。 

      抵抗値をデジタル表示、絶縁状態を数値で確認することができます。 
 

■ 回路診断を自動的に行います。 

自己診断機能により、内部回路の異常を自動検出します。 
 

■ 設置スペースをとりません。 

高い絶縁抵抗値の検出を可能にしたまま、従来品より小型化しました。 
 

 

 

LMA本体により電路と大地間に DC12Vを常時重畳、絶縁抵抗を通った戻り電流を演算し絶縁抵抗値を検出し 

ます。この検出方式により、静電容量を含まない絶縁劣化のみを検出することができます。                                                                 

 

                                          

演算式 R=(E/IR)－Ro 

 

                                                                                L  ： LMA電路側端子 

                                                                                Es ：LMA接地側端子 

                                                                                Ro ：LMA内部抵抗 

                                                                                R  ：電路絶縁抵抗 

 

 

    

   

   

  

 

  

  

 

 

 

1φ2W 100V 

 
1φ3W 210-105V 

 

3φ3W Δ 220V 

 

  C 015 

低圧非接地電路用 

絶縁抵抗監視器 
LMA-19 
 

 

  特長                        

  検出原理                      

  使用電路例                      
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計測した絶縁抵抗値と自己診断を表示します。 

・ 絶縁抵抗値を 0.10~10MΩまで表示します。 

・ 起動時には約８秒の待機時間があり『－－－』を表示します。 

・ 絶縁抵抗値が 10MΩを超えると『10』を表示します。 

・ 自己診断及び試験で異常があった場合に『Err』を表示します。 

 

  

 

検出入力部に定期的に模擬信号を印加し、回路診断を行います。 

・ 電源投入及び試験スイッチを押した約 8秒後に、自己診断を行います。 

・ 正常時は、約 12時間間隔で自己診断を行います。 

・ 自己診断中は、計測表示に『SLF』を表示します。 

・ 異常時は計測表示に『Err』を点滅表示し、約 13秒間隔で自己診断を継続します。 

      異常が解消し自己診断が連続 2回正常であれば、通常の表示及び監視状態に戻ります。 

・ 検出している絶縁抵抗値が検出感度値以下の場合は、自己診断を行いません。 

 

 

 

・ 本製品は変圧器 1台に対して 1台設置して下さい。複数台使用することはできません。 

・ 高抵抗接地や、EVTを使用した電路では使用できません。 

・ 監視電路全体の対地静電容量が 21μFを超えると、動作することがあります。  

・ 電路に直流電圧が発生している場合は、正常に監視できません。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  計測表示機能                      

  自己診断機能               

  注意事項                  

  外形図                  外部接続図                
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項目            形式 LMA-19 

定格 

検出感度 0.1-1-2 (MΩ) 

動作時間 8秒以上 10秒以下 定格感度抵抗値の 80％ 

制御電源電圧 AC100V 

周波数 50/60Hz 

性能 

絶縁抵抗許容範囲 整定値の±10% 

使用電圧範囲 AC80～120V 

使用温度範囲 -10℃～40℃ 

消費電力 
常時 2VA 

動作時 3VA 

絶縁抵抗 DC500Vメガーにて 20MΩ以上 

耐電圧 

AC2000V 1分間 (電気回路一括と外箱間) 

AC1500V 1分間 (電気回路相互間) 

AC1000V 1分間 (開極接点間) 

機能 

試験方式 試験スイッチ、自動自己診断方式 

検出用直流電圧 約 DC12V 

計測表示 

計測範囲 確度 分解能 

0Ω～0.09MΩ  0MΩ表示 

0.10MΩ～0.99MΩ ±10% ±5digit 0.01MΩ 

1.0MΩ～9.9MΩ ±20% ±5digit 0.1MΩ 

10MΩ以上  10MΩ表示 

起動表示 計測表示に－－－を表示 

試験表示 計測表示を全点灯 

自己診断 
診断中 計測表示に SLFを表示 

異常時 監視状態に支障がある場合に計測表示に Errを表示 

警報表示 
表示方式 発光ダイオード(赤)表示 

復帰方式 自動復帰 

出力接点 

復帰方式 自動復帰 

構成 1a 

開閉容量 
AC100V 3A(cosφ＝1) 

AC200V 2A(cosφ＝1) 

外装色 黒(ABS樹脂) 

質量 約 0.6kg 

適用電路 AC240V以下 非接地電路 

     ・特注仕様には形式にＳがつきます。 

 

 

 

 

 

 

  仕様                


